
身近な水の循環学習冊子に

小中学校暫こ寄贈へ

諏
訪
湖
ク
ラ
ブ
が
作
成

諏
訪
湖
の
環
境
改
善
に
取
り
組
む

「
諏
訪
湖
ク
ラ
ブ
」
（
沖
野
外
輝
夫
会

長
）
は
、
子
ど
も
向
け
の
学
習
冊
子

「
水
は
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
に
い
く

の
か
ー
」
を
作
成
し
た
。
身
近
な
水

の
循
環
に
つ
い
て
ま
と
め
た
冊
子

で
1
諏
訪
地
方
の
全
小
中
学
校
や
教

育
委
員
会
な
ど
に
寄
贈
す
る
。
5
日

に
は
押
野
会
長
ら
が
諏
訪
市
四
賀
小

学
校
を
訪
れ
、
赤
羽
素
乃
校
長
に
手

渡
し
て
活
用
を
期
待
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
2
0
1
8
年
に
策
定

さ
れ
た
「
諏
訪
湖
創
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
取
り
組
み
に
、
推
進
会
議
事
務
局

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い

る
。
冊
子
製
作
は
1
月
に
発
行
し
た

「
諏
訪
湖
の
水
生
植
物
」
「
諏
訪
湖
の

治
水
に
繋
が
る
釜
口
水
門
に
続
く

5
冊
目
。

冊
子
で
は
下
水
を
き
れ
い
に
す
る

仕
組
み
や
水
が
諏
訪
湖
か
ら
太
平
洋

に
流
れ
る
ま
で
の
過
程
な
ど
を
説
明

す
る
ほ
か
、
5
0
年
前
の
諏
訪
湖
の
様

子
も
紹
介
。
A
4
判
1
6
琴
で
、
県
地

域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
を
活
用
し

て
5
0
0
0
部
製
作
し
た
。

四
賀
小
学
校
で
は
社
会
科
と
総
合

的
な
学
習
の
時
間
を
融
合
し
た
学
び

と
し
て
、
4
年
生
が
上
下
水
道
の
仕

組
み
や
自
分
た
ち
で
使
う
水
の
循

子
ど
も
向
け
の
学
習
冊
子
「
水

は
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
に
い
く

の
か
－
」
を
手
に
す
る
諏
訪
湖

ク
ラ
ブ
の
沖
野
会
長
㊧
ら

環
、
諏
訪
湖
へ
の
影
響
な
ど
を
学

習
。
会
員
ら
も
講
師
と
し
て
授
業
を

行
い
、
今
回
の
冊
子
は
子
ど
も
た
ち

の
疑
問
や
難
易
度
に
合
わ
せ
て
内
容

を
練
っ
た
。

沖
野
会
長
（
野
＝
諏
訪
市
城
南
＝

は
「
水
の
動
き
に
興
味
を
持
ち
、
諏

訪
湖
を
き
れ
い
に
す
る
意
味
合
い
を

実
感
し
て
く
れ
た
ら
」
と
期
待
。
赤

羽
校
長
は
「
地
域
に
根
差
し
た
資
料

と
し
て
非
常
に
価
値
あ
る
冊
子
。
今

年
度
中
に
児
童
へ
渡
し
、
今
後
も
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
感
謝
し

た
。
　
　
　
　
（
松
本
佳
林
）


